平成26年度　再々評価調書
１事業概要

	事業名
	一般府道 総持寺停車場線 交差点改良事業

	担当部署
	都市整備部　交通道路室　道路環境課　交通安全施設グループ（連絡先06-6944-9283）

	事業箇所
	茨木市西河原

	再々評価理由
	再評価後５年経過

	目的
	本路線は国道１７１号と阪急京都線総持寺駅を結ぶ道路である。本路線と国道１７１号が交差する西河原交差点においては、右折レーンが設置されていないことから、慢性的な渋滞が発生している。沿道は住宅や商店及び工場等の他、市立三島小学校等の公共施設も立地し、歩行者や自転車の往来が多いが、歩道が整備されていないため、歩行者等の安全が確保されていない状況である。

一方、国道１７１号も右折レーンがなく、同様に慢性的に渋滞していることから、渋滞緩和を図るため、国道を管理する国土交通省と協同で西河原交差点の交差点改良事業を実施することを目的とする。

	内容
	交差点改良

延長：Ｌ＝90ｍ
（現況）幅員Ｗ＝11.0ｍ、片側歩道

（計画）幅員Ｗ＝16.0ｍ、両側歩道、右折レーン１箇所(北行き)

	事業費
	全体事業費 約2.0億円［国：1.0億円、府：1.0億円］
（内訳）調査費等 約0.1億円　  　　　【工事費内訳】
用地費　約1.6億円　　 　　　　 交差点改良　約0.3億円

　　　　　工事費　約0.3億円　　　     　　       

	事業費の変更理由
	―

	維持管理費
	５．０百万円／年･ｋｍ


２事業の必要性等に関する視点
	
	【事前評価時点H14】
	【再評価時点H21】
	【再々評価時点H26】
	【変動要因の分析】

	事業を巡る社会経済情勢等の変化
	西河原交差点は国道１７１号と府道総持寺停車場線が交差しており、慢性的な交通渋滞が発生している。今般の国土交通省大阪工事事務所による国道１７１号の渋滞解消事業に伴い、府道総持寺停車場線の右折レーンの整備と歩道整備を行うことにより、通行車両の渋滞対策並びに歩行者等の安全対策が急務となっている。

	計画時と比較して利用者数は増加傾向にある。
	前回評価時より、利用者は若干減少。

　国土交通省は平成２４年度に「国道１７１号交通対策検討会」を設置し渋滞対策の優先度を評価した結果、西河原交差点は優先度の高い箇所と評価された。しかしながら、国道１７１号については、現在、新名神高速道路供用や地元協力等を踏まえ高槻市域を中心に事業中であり
	今後、府道総持寺停車場線とJR京都線の交差部付近に新駅設置が予定されており、これにより、歩行者、自転車の利用者数が増加することが予想される。

	事業を巡る社会経済情勢等の変化
	【事前評価時点H14】
	【再評価時点H21】
	【再々評価時点H26】
	【変動要因の分析】

	
	茨木市は大阪府北部に位置し、市の市街地部にはＪＲ東海道本線、阪急京都線が縦走しており、大阪市内に約１５分で通じるなど交通の便に恵まれた立地である。
○このため、旧市街地である阪急茨木駅付近から吹田市及び高槻市方面を初めとして山間部に向けて多くの住宅などが開発され、大阪市内のベッドタウンとして発展している。
○当該地域には、道路に隣接して疣水神社と天照御魂神社が存在し、歩行者等の往来が多い上に、阪急総持寺駅に近隣してマンション等の住宅系、駅周辺の商業系の土地利用と相まって将来的にも交通量の増加が見込まれる。
○交通センサスデータ

(平成11年)
自動車交通量
：6,922台/12ｈ

自転車交通量
：   1224台/日

歩行者交通量
：   636人/日


	○歩道整備計画評価基準

・自動車交通量
1000台以上/12ｈ

・自転車交通量
500人以上/日

・小中学校から500m以内

・通学路に指定されている

○交通センサスデータ

(平成17年)
自動車交通量
：6,898台/12ｈ

自転車交通量
：1306台/日

歩行者交通量
：798人/日

	（八丁畷交差点など）、まずは現在事業中の箇所を優先することから、当該交差点の対策については実現性を含め検討していくこととしている。

○国道１７１号交通対策検討会参加機関
・国土交通省

大阪国道事務所

浪速国道事務所

・大阪府

池田土木事務所

茨木土木事務所

・高槻市

・茨木市

・箕面市

・池田市

・島本町

○茨木市が総持寺停車場線を含めた、バリアフリー基本構想を平成27年度に策定予定。
○交通センサスデータ

(平成22年)
自動車交通量

：6,772台/12ｈ

自転車交通量

：1008台/日

歩行者交通量

：750人/日


	

	地元等の

協力体制等
	
	
	○茨木市の事業協力

・用地交渉を実施

・整備後は茨木市による道路管理
	[image: image1.jpg]





	
	【事前評価時点H14】
	【再評価時点H21】
	【再々評価時点H26】
	【変動要因の分析】

	事業の投資効果

＜費用便益分析＞

または

＜代替指標＞
	○交通安全対策における費用便益手法は確立していない。


	事業効果の

定性的分析

（安心・安全、活力、快適性等の有効性）
	【効果項目】

〈安全・安心〉

○歩行者の安全確保

〈活力〉

○誰もが安心して社会参加できる生活空間の形成

〈快適性〉
○渋滞の解消

【受益者】

　沿道住民、道路利用者

	事業の進捗状況

＜経過＞

1 事業採択年度

2 事業着工年度

3 完成予定年度
	1 平成１４年度
2 平成１４年度
3 平成１６年度


	1 平成１４年度

2 平成１４年度

3 未定
	1 平成１４年度

2 平成１４年度

③　―
	

	＜進捗状況＞
	―
	用地　０％
工事　０％
	用地　０％
工事　０％
	

	事業の必要性等に関する視点における判定（案）
	・本路線とＪＲ京都線の交差部付近にＪＲが新駅を設置（平成３０年度開業予定）する予定であり、今後、自動車、自転車、歩行者等の交通量が増加することが予測されるため、本事業の必要性は高くなる。

・一方、茨木市が、ＪＲ新駅の設置に伴い「バリアフリー基本構想」を策定中であり、当該区間を含めた総持寺停車場線全線について、平成２７年度から市が事業主体となって歩道整備をはじめとするバリアフリー化事業と右折レーンの設置を一体的に行うこととした。

・以上のことから、本事業を中止とし、別途事業に継承して実施していくこととする。


３事業の進捗の見込みの視点

	事業の進捗の見込みの視点における
判定（案）
	・国土交通省は平成２４年度に「国道１７１号交通対策検討会」を設置し渋滞対策の優先度を評価した結果、西河原交差点は優先度の高い箇所と評価された。しかしながら、国道１７１号については、現在、新名神高速道路供用や地元協力等を踏まえ高槻市域を中心に事業中であり（八丁畷交差点など）、まずは現在事業中の箇所を優先することから、当該交差点の対策については実現性を含め検討していくこととしている。
・一方、ＪＲ京都線の新駅開業が間近に迫るなか、西河原交差点の改良にとどまらず、府道総持寺停車場線全体としての交通安全対策を実施していく必要性があることから、本事業を中止とし、茨木市に事業を継承して実施していくこととする。今後、設計・用地買収・工事等を市が一体的に実施していくことから、円滑な事業進捗が見込まれる。



４コスト縮減や代替案立案等の可能性の視点

	コスト縮減や代替案立案等の可能性の視点における
判定（案）
	・当該箇所で渋滞解消及び歩行者等の安全を確保するためには、右折レーンを設置し、通行車両と歩行者等を物理的に分離できる歩道整備を両側に行うことが最適である。


５特記事項
	自然環境等への

影響とその対策
	・周辺は市街地が形成されており、本事業において新たに自然環境に影響を与えることはな

い。

・渋滞緩和による騒音、振動、排気ガス等の低減効果が期待される。

	前回評価時の意見具申（付帯意見）

と府の対応
	－

	その他
	【上位計画】
・大阪府都市整備中期計画（案）（H24.3） 

・茨木市バリアフリー基本構想（策定中）
【関連事業】

・（仮称）ＪＲ総持寺駅新設に伴う府道総持寺停車場線改築事業（茨木市）


６対応方針（原案）

	対応方針（原案）
	○中止（茨木市へ事業を継承）
＜判断の理由＞

・平成30年度に開業を予定しているＪＲ京都線の新駅の設置や、それに伴う茨木市のバリアフリー基本構想の策定など、本事業地を取り巻く環境は大きく変化している。

・平成27年度より、茨木市がバリアフリー化事業の一環として、本事業区間を含む府道総持寺停車場線全線について歩道整備（交差点改良を含む）を行うこととしたため、府が実施する交差点改良事業は中止し、同市に事業を継承する。




